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説明

「チケット・マスタースレーブ（Ticket Master/Slave）」機能を含みます。



システム要件


フレームワーク

OTOBO 11.1.x



パッケージ

-



サードパーティ製ソフトウェア

-




使い方


セットアップ



設定リファレンス


Core::DynamicFields::DriverRegistration


DynamicFields::Driver###MasterSlave

ダイナミックフィールドのバックエンドの登録。




Core::Event::MasterSlave


Ticket::EventModulePost###MasterSlave

チケットイベントモジュールの登録。




Core::MasterSlave


MasterSlave::DynamicField

マスターチケット機能用のダイナミックフィールド名を定義します。



MasterSlave::FollowUpdatedMaster

高度なマスタースレーブ・モードで、スレーブチケットがマスターチケットに従って新しいマスターに移る機能を有効にします。



MasterSlave::ForwardSlaves

マスターチケットのタイプ 'forward' の記事を、スレーブチケットの顧客に転送する機能を有効にします。デフォルト（無効）では、タイプ 'forward' の記事はスレーブチケットに転送されません。



MasterSlave::KeepParentChildAfterUnset

高度なマスタースレーブ・モードで、マスタースレーブ状態の解除後も親子リンクを維持する機能を有効にします。



MasterSlave::KeepParentChildAfterUpdate

高度なマスタースレーブ・モードで、マスタースレーブ状態の変更後も親子リンクを維持する機能を有効にします。



MasterSlave::UnsetMasterSlave

高度なマスタースレーブ・モードで、チケットのマスタースレーブ状態を解除する機能を有効にします。



MasterSlave::UpdateMasterSlave

高度なマスタースレーブ・モードで、チケットのマスタースレーブ状態を変更する機能を有効にします。



PreApplicationModule###AgentPreMasterSlave

このモジュールは、新規メールチケットおよび新規電話チケット画面でマスタースレーブ欄を有効にします。




Core::Ticket::ACL


ACLKeysLevel3::Actions###888-MasterSlave

ACL 構造の第3階層で 'Action' に使用できる項目を定義します。




Frontend::Admin::ModuleRegistration


Frontend::Module###AdminDynamicFieldMasterSlave

担当者インタフェース用のフロントエンドモジュールの登録。




Frontend::Admin::ModuleRegistration::Loader


Loader::Module::AdminDynamicFieldMasterSlave###004-MasterSlave

担当者インタフェース用のローダーモジュールの登録。




Frontend::Admin::ModuleRegistration::MainMenu


Frontend::Navigation###AdminDynamicFieldMasterSlave###004-MasterSlave

メインメニュー項目の登録。




Frontend::Agent::ModuleRegistration


Frontend::Module###AgentTicketMasterSlave

担当者インタフェース用のフロントエンドモジュールの登録。




Frontend::Agent::ModuleRegistration::Loader


Loader::Module::AgentTicketMasterSlave###004-MasterSlave

担当者インタフェース用のローダーモジュールの登録。




Frontend::Agent::ModuleRegistration::MainMenu


Frontend::Navigation###AgentTicketMasterSlave###004-MasterSlave

メインメニュー項目の登録。




Frontend::Agent::View::Dashboard


DashboardBackend###0900-TicketMaster

担当者インタフェースのマスターチケット一覧のダッシュボード・バックエンドのパラメータ。"Limit" はデフォルトで表示するエントリー数です。"Group" はプラグインへのアクセスを制限するために使用します（例: Group: admin;group1;group2;）。"Default" は、プラグインをデフォルトで有効にするか、ユーザーが手動で有効にする必要があるかを決定します。"CacheTTLLocal" はプラグインのキャッシュ時間（分）です。



DashboardBackend###0910-TicketSlave

担当者インタフェースのスレーブチケット一覧のダッシュボード・バックエンドのパラメータ。"Limit" はデフォルトで表示するエントリー数です。"Group" はプラグインへのアクセスを制限するために使用します（例: Group: admin;group1;group2;）。"Default" は、プラグインをデフォルトで有効にするか、ユーザーが手動で有効にする必要があるかを決定します。"CacheTTLLocal" はプラグインのキャッシュ時間（分）です。




Frontend::Agent::View::TicketBulk::Module


Ticket::Frontend::BulkModule###010-MasterSlave

チケット一括処理機能用のマスタースレーブ・モジュール。




Frontend::Agent::View::TicketMasterSlave


ReplaceCustomerRealNameOnSlaveArticleCommunicationChannels

マスターチケットの実名をスレーブチケットの実名に置き換える、記事のコミュニケーション・チャネルを指定します。



ReplaceCustomerRealNameOnSlaveArticleTypes

この設定は非推奨で、MasterSlave の今後のバージョンで削除されます。



Ticket::Frontend::AgentTicketMasterSlave###Body

担当者インタフェースのズーム表示中チケットのチケット・マスタースレーブ画面で、追加するメモのデフォルトの本文を設定します。



Ticket::Frontend::AgentTicketMasterSlave###DynamicField

担当者インタフェースのチケット・マスタースレーブ画面に表示するダイナミックフィールド。



Ticket::Frontend::AgentTicketMasterSlave###HistoryComment

担当者インタフェースのチケット履歴で使用される、チケット・マスタースレーブ画面アクションの履歴コメントを定義します。



Ticket::Frontend::AgentTicketMasterSlave###HistoryType

担当者インタフェースのチケット履歴で使用される、チケット・マスタースレーブ画面アクションの履歴タイプを定義します。



Ticket::Frontend::AgentTicketMasterSlave###InformAgent

担当者インタフェースのズーム表示中チケットのチケット・マスタースレーブ画面で、このメモについて通知する相手を決めるため、通知可能なすべての担当者（キュー／チケットに対するメモ権限を持つすべての担当者）の一覧を表示します。



Ticket::Frontend::AgentTicketMasterSlave###InvolvedAgent

担当者インタフェースのズーム表示中チケットのチケット・マスタースレーブ画面で、このチケットに関与したすべての担当者の一覧を表示します。



Ticket::Frontend::AgentTicketMasterSlave###IsVisibleForCustomerDefault

マスタースレーブのメモをデフォルトで顧客に公開するかどうかを定義します。



Ticket::Frontend::AgentTicketMasterSlave###Note

担当者インタフェースのズーム表示中チケットのチケット・マスタースレーブ画面で、メモを追加できるようにします。



Ticket::Frontend::AgentTicketMasterSlave###NoteMandatory

担当者がメモを入力する必要があるかどうかを設定します。Ticket::Frontend::NeedAccountedTime によって上書きできます。



Ticket::Frontend::AgentTicketMasterSlave###Owner

担当者インタフェースのズーム表示中チケットのチケット・マスタースレーブ画面で、チケットの所有者を設定します。



Ticket::Frontend::AgentTicketMasterSlave###OwnerMandatory

チケットの所有者が担当者によって必ず選択される必要があるかどうかを設定します。



Ticket::Frontend::AgentTicketMasterSlave###Permission

担当者インタフェースのズーム表示中チケットのチケット・マスタースレーブ画面を使用するために必要な権限。



Ticket::Frontend::AgentTicketMasterSlave###Priority

担当者インタフェースのズーム表示中チケットのチケット・マスタースレーブ画面で、チケットの優先度の選択肢を表示します。



Ticket::Frontend::AgentTicketMasterSlave###PriorityDefault

担当者インタフェースのズーム表示中チケットのチケット・マスタースレーブ画面で、デフォルトのチケットの優先度を定義します。



Ticket::Frontend::AgentTicketMasterSlave###QuickDateButtons

このオプションは、保留日時に追加のクイック日付ボタンを設定します。並び順を指定するため、配列の各要素に1つのハッシュエントリーを設定する必要があります。キーはボタン名、値は設定値で、単独の数値 n は日付を今日から n 日後に、+n は現在設定されている日付に n 日を加算し、-n は n 日を減算します。



Ticket::Frontend::AgentTicketMasterSlave###RequiredLock

担当者インタフェースのズーム表示中チケットのチケット・マスタースレーブ画面で、チケットロックが必要かどうかを定義します（チケットがまだロックされていない場合、チケットはロックされ、現在の担当者が自動的に所有者として設定されます）。



Ticket::Frontend::AgentTicketMasterSlave###Responsible

担当者インタフェースのズーム表示中チケットのチケット・マスタースレーブ画面で、チケットの責任者を設定します。



Ticket::Frontend::AgentTicketMasterSlave###ResponsibleMandatory

担当者がチケットの責任者を選択する必要があるかどうかを設定します。



Ticket::Frontend::AgentTicketMasterSlave###RichTextHeight

この画面のリッチテキストエディターの高さを定義します。数値（ピクセル）またはパーセント値（相対値）を入力してください。



Ticket::Frontend::AgentTicketMasterSlave###RichTextWidth

この画面のリッチテキストエディターの幅を定義します。数値（ピクセル）またはパーセント値（相対値）を入力してください。



Ticket::Frontend::AgentTicketMasterSlave###Service

担当者インタフェースのズーム表示中チケットのチケット・マスタースレーブ画面で、サービスを設定します（Ticket::Service が有効である必要があります）。



Ticket::Frontend::AgentTicketMasterSlave###State

担当者がメモを追加した場合に、担当者インタフェースのズーム表示中チケットのチケット・マスタースレーブ画面ででチケットのステータスを設定します。



Ticket::Frontend::AgentTicketMasterSlave###StateDefault

担当者インタフェースのズーム表示中チケットのチケット・マスタースレーブ画面で、メモ追加後のチケットのデフォルトの次のステータスを定義します。



Ticket::Frontend::AgentTicketMasterSlave###StateType

担当者インタフェースのズーム表示中チケットのチケット・マスタースレーブ画面で、メモ追加後のチケットの次のステータスを定義します。



Ticket::Frontend::AgentTicketMasterSlave###Subject

担当者インタフェースのズーム表示中チケットのチケット・マスタースレーブ画面で、追加するメモのデフォルトの件名を設定します。



Ticket::Frontend::AgentTicketMasterSlave###TicketType

担当者インタフェースのズーム表示中チケットのチケット・マスタースレーブ画面で、チケットタイプを設定します（Ticket::Type が有効である必要があります）。



Ticket::Frontend::AgentTicketMasterSlave###Title

担当者インタフェースのズーム表示中チケットのチケット・マスタースレーブ画面で、タイトル欄を表示します。




Frontend::Agent::View::TicketZoom::MenuModule


Ticket::Frontend::MenuModule###480-MasterSlave

担当者インタフェースのチケットズームビューで、チケットのマスタースレーブ状態を変更するためのリンクをメニューに表示します。




Frontend::Base::DynamicFieldScreens


DynamicFieldScreens###MasterSlave

この設定は、ダイナミックフィールドを有効または無効にできるすべての画面を定義します。



DynamicFieldScreens::ObjectTypes###MasterSlave




Frontend::Base::OutputFilter


Frontend::Output::FilterElementPost###MasterSlaveShowPendingTimeIfNeeded

この設定は、PendingTime を削除する JavaScript 機能を埋め込む OutputFilter モジュールを登録します。






概要


連絡先


Rother OSS GmbH

メール: hello@otobo.io

Web: https://otobo.io





バージョン

作成者: Rother OSS GmbH / バージョン: 11.1 / リリース日: 2026-10-21
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